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はじめに

観光危機管理とは、観光客や産業に甚大な影響をもたらす危機をあらかじめ想定し、被害を最小限にするため、減災対策や危機発生時の対策等をあらかじめ計画・訓練し、危機発生時にはそれに基づく対応を的確に行うとともに、風評対策や観光産業の早期復興、事業継続支援等を組織的に行うことで、観光の強靭性を向上させるものであり、まずは、自治体・DMO・観光関連事業者等において、自らの「観光危機管理計画」や「危機対応マニュアル」を策定することが重要です。
一方、観光危機管理計画・危機対応マニュアルの策定に向けては、その必要性や重要性への理解不足、策定の中心となるべき人材の不足、自治体やDMOに観光と防災の知見や経験を持つ人材が少ない、観光危機管理を担当すべき部署がはっきりしない、といった課題があります。今回開発した『自治体・観光関連事業者等における観光危機管理推進のための手引書』（以下、「手引書」という。）、『自治体・観光関連事業者等における観光危機管理推進のための教材』（以下、「教材」という。）、『自治体・観光関連事業者等における観光危機管理推進のための講師用手引書』（以下、「講師用手引書」という。）は、こうした課題を解決するためのツールとなっています。
この「講師用手引書」は、観光危機管理計画や危機対応マニュアルの「素案」を作成するために、観光危機管理を学ぶ自治体・DMO・観光関連事業者等（以下、「受講者」という。）に対し、「教材」、及び付属の「表作成ワークシート」を活用して研修等において説明を行う講師が用いることを想定し、「教材」をもとに詳細の説明や受講者への指導・助言の際に役立つヒントを書き加えたものです。この「講師用手引書」を活用することで、観光危機管理業務の専門家ではない自治体・DMO等の担当者も、講師としての役割を果たせるようになることを目指し作成いたしました。
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観光危機管理計画や危機対応マニュアルの作成においては、様々な分野の担当者がそれぞれの知見を持って集まり、検討に加わることによって、より実効性の高い計画・マニュアルになります。観光や防災の担当者だけ（外部からコンサルタントが加わったとしても）で作った計画・マニュアルでは、いざというときに、関係する組織や部門と改めて調整が必要になり、緊急時に求められる「迅速かつ的確」な行動や対応がしにくい場合があります。
作成する「素案」を基に、計画やマニュアルを作成する場合、どのような体制で作業を進めるかを考えて、以下に記入しておいてください。現時点で個人名を記入することが難しい場合は、部署や役職名の記載でも構いません。

【自治体・DMO・観光協会等】
	[bookmark: _Hlk62121031]役割・部署
	担当者（役職名・氏名）

	統括責任者
	

	事務局責任者
	

	観光政策
	

	防災政策
	

	消防本部
	

	警察
	

	商工産業労働政策
	

	交通運輸政策
	

	保健・公衆衛生政策
	

	広報
	


＊自組織の中に上記の役割の一部を持たない場合は、その機能をもつ自治体等の部署を記入してく
ださい。











【観光事業者】
	役割・部署
	担当者（役職名・氏名）

	統括責任者
	

	事務局責任者
	

	情報・広報
	

	事業運営
	

	営業・マーケティング
	

	総務・関係機関対応
	

	従業員対応・労務
	

	施設・設備管理
	

	財務・経理
	

	情報システム
	

	料飲・調理
	


＊中小規模の事業者で、上記の役割のうち複数の役割を一人が担当する場合は、その人の役職・氏名　
　を当てはまる役割・部署に対応する欄に、繰り返し記入してください。（例：中小規模旅館の女将　
　は、上記の役割の多くの責任も担っているので、女将以外に責任者・担当者がいる役割のみ担当者
　名を記入し、残りは「女将」と記入する）



















[image: ][image: ][image: 災害時初動対応マニュアル表紙][image: 大阪府の旗][image: https://osaka-info.jp/img/osaka-downtown.png]        【参考事例：大阪観光局の外国人旅行者の宿泊時における災害時初動対応マニュアル作成】
①観光事業者との連携の必要性を打ち出した観光事業者との連携を強く意識した
ガイドラインやマニュアルを作成














②マニュアル作成の背景と目的
　　2017年度に「外国人旅行者の滞在時における災害時初動対応マニュアル」が作成されており、その目的は「今後も
増加が見込まれる外国人旅行者が安心して大阪、関西を訪れることが出来るようにする」とされている。
　 【背景】
　　・2016年4月に発生した熊本地震においては、地震を初めて体験し、また混乱した外国人旅行者も少なくなかっ
た。当時、公共交通機関が麻痺するとともに、停電や道路網の寸断などにより、宿泊所や休憩所の確保、災害
時情報の伝達、被災地からの移動など混乱を極めた状態となったこともあり、大阪においても同様の状況が発生
すると予期された
・2017年度においては、訪日外国人旅行者数が2,869万人となり、大阪においても対前年比で約2割増の1,111万
人が来阪しており、今後も増加が見込まれていた。
　　 【目的】
　　 ・大規模地震における避難誘導の在り方を念頭に、通常備えるべき防災対策に加えて、地震を体験したことがな
い外国人旅行者がとりうる行動なども掲載する。
　　　・観光産業に従事する人に対して、非常時における避難誘導や情報提供が外国人旅行者に対する「おもてなし」
の一部として本マニュアルを参考に自社における体制を見直し、災害対応の準備に活用されることを企図する。
出典：観光庁，2019，「非常時における外国人旅行者の安全・安心の確保に向けた検討会　中間報告
大阪観光局「外国人旅行者の滞在時における 災害時初動対応マニュアル
（https://osaka-info.jp/news/show/106）
　　　大阪観光局公式サイト内平成29年度事業計画（https://osaka-info.jp/page/octb-disclosure）
大阪観光局内平成29年度事業報告書（https://osaka-info.jp/page/octb-disclosure）

「外国人旅行者の安全確保・帰国支援に関するガイドライン」
(大阪府)

発行：2018年
「外国人旅行者の
滞在時における
災害時初動対応
マニュアル」
(大阪観光局)

発行：2018年
協力・参考
発行：2018年
連携
「外国人旅行者の宿泊時における
災害時初動対応マニュアル」
(国土交通省　九州運輸局)
大阪観光局
大阪府
危機管理室

2019 年の台風19号では、交通障害による観光客の帰宅困難や、2014年2月の豪雪では大きな被害が発生経験を踏まえる必要がある
異常
気象
東海、南海トラフ地震の他、県内複数の断層を震源とする地震が想定され、過去県内に大きな被害があった経験を踏まえる必要がある
地震
活火山であることや、大地震と連動した噴火の可能性もあり、観光に甚大な影響があると懸念
富士山
噴火
・連盟創立85周年記念事業の一環として、
「富士五湖観光事業者災害対応マニュア
ル」を作成
・背景には地域に影響が強い災害の洗い出
しと、それによって受ける影響について
まとめる必要性を認識したということが
ある
マニュアルで対象としている災害
2019 年の台風 19 号では、交通障害による観光客の帰宅困難や、2014 年 2 月の豪雪では大きな被害が発生
異常気象
（風水雪害）
【参考事例：（一社）富士五湖観光連盟の観光事業者災害対策マニュアル作成】
①自然の脅威から観光客を守る方法と観光従事者の在り方について整理
[image: ]
2020年9月作成






②マニュアル策定プロセス
・日常的に市町村・観光協会・民間企業の観光担当者と意思疎通を図っていたが、計画策定にあたっては各
組織の防災担当及び防災の専門部署や研究機関の防災担当も参画した。
・官民それぞれの立場でマニュアル作成意義を認識したことで、方向性を一致させての作成が可能となっ
た。
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出典：山梨日日新聞 富士山NET
(https://is.gd/mGaOHF)
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1.1 [bookmark: _Toc68102203][bookmark: _Toc66282512]居住国・地域における観光の経済・社会への貢献度や防災計画を調べてみましょう。
1.1.1. 国・地域の総生産（GDP）　　　　　億円
うち観光の貢献額　　　　　　　	億円（総生産の　　%）
1.1.2. 国・地域の雇用総数　　　 　　　　	人
うち旅行・観光産業の雇用数　　　　	人（全雇用数の　　%）
国・地域のGDPや雇用数は、内閣府ホームページ内「県民経済計算」のページや各都道府県・市町村の「県民経済計算」等のページで確認することができます。
地域内の観光のGDP貢献額や観光消費額は、各自治体における観光政策のページや観光（基本）計画等に記載されていることがあるので、参考にすることができます。
なお、地域の観光経済指標等が公表されていない場合は、参考として国全体のGDPへの旅行・観光分野の貢献度や、旅行・観光関連の雇用が国内雇用総数に占める割合等を参照してください。









1.2. あなたの地域の地域防災計画を読み、旅行者・観光客への対応、観光関連事業者の事業継続支援等の内容が記載されているかどうかを確認してみましょう。（👉手引書1.9）地域防災計画は全編で数百ページにわたるものが多く、すべてを読むことは大変な時間と労力を要します。まず、目次を見て、観光に関係する記載がありそうな編、章を探し出し、その部分を対象に文書ソフト（Word, PDF等）の検索機能を使って上記のキーワードを検索すると、そのことばが含まれる文がリストアップされ、記載内容が確認できます。
また、自治体によっては、地域防災計画とは別に（外国人）旅行者・観光客対応を策定し、具体的な対応を定めている場合があります。地域防災計画を参照する際に、旅行者・観光客対応マニュアル等があるかどうかを確認することをお勧めします。


1.3. [bookmark: _Toc68102205]地域（都道府県・市町村）の地域防災計画（風水害対策、地震対策など複数編に分かれている場合は、各編）の目次に目を通し、「観光」、「観光客」、「（外国人）旅行者」、「帰宅困難者」、「観光事業者」、「観光施設」等が含まれる項目があるかどうかを確認し、以下に記入してみましょう。
☞付属EXCELシート1.3を参照
	編・部
	章・項
	項目の見出し

	記入例：風水害対策編
	2章10節2項
	観光客の安全確保と避難誘導の準備

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


※地域防災計画に旅行者・観光客への災害時の対応や観光関連事業者の事業継続支援等が記載され
　ていない場合は、表に「記載なし」と記入してください。
1.4. [bookmark: _Toc68102206][bookmark: _Toc68102207]上表（1.3）に記入した旅行者・観光客への災害時の対応や観光関連事業者の事業継続支援に関する記載内容を読み、「誰が、誰に対して、何をする」について記載されているか、下の表に要点を記入してみましょう。
☞付属EXCELシート1.4を参照
	誰が
	誰に
	何をする

	記入例：
市の観光振興課
	帰宅困難になっている旅行者・観光客
	一時滞在施設を開設し、帰宅できるようになるまで、必要な情報、水・食料を提供する。

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



2. [bookmark: _Toc66907477][bookmark: _Toc66907558][bookmark: _Toc66907637][bookmark: _Toc66907717][bookmark: _Toc66907796][bookmark: _Toc66907875][bookmark: _Toc66907954][bookmark: _Toc66908039][bookmark: _Toc66908118][bookmark: _Toc66908197][bookmark: _Toc66908361][bookmark: _Toc66908440][bookmark: _Toc66908519][bookmark: _Toc66974263][bookmark: _Toc67580389][bookmark: _Toc67580494][bookmark: _Toc67580599][bookmark: _Toc67941383][bookmark: _Toc67941483][bookmark: _Toc68101530][bookmark: _Toc68102208][bookmark: _Toc66907478][bookmark: _Toc66907559][bookmark: _Toc66907638][bookmark: _Toc66907718][bookmark: _Toc66907797][bookmark: _Toc66907876][bookmark: _Toc66907955][bookmark: _Toc66908040][bookmark: _Toc66908119][bookmark: _Toc66908198][bookmark: _Toc66908362][bookmark: _Toc66908441][bookmark: _Toc66908520][bookmark: _Toc66974264][bookmark: _Toc67580390][bookmark: _Toc67580495][bookmark: _Toc67580600][bookmark: _Toc67941384][bookmark: _Toc67941484][bookmark: _Toc68101531][bookmark: _Toc68102209][bookmark: _Toc66907479][bookmark: _Toc66907560][bookmark: _Toc66907639][bookmark: _Toc66907719][bookmark: _Toc66907798][bookmark: _Toc66907877][bookmark: _Toc66907956][bookmark: _Toc66908041][bookmark: _Toc66908120][bookmark: _Toc66908199][bookmark: _Toc66908363][bookmark: _Toc66908442][bookmark: _Toc66908521][bookmark: _Toc66974265][bookmark: _Toc67580391][bookmark: _Toc67580496][bookmark: _Toc67580601][bookmark: _Toc67941385][bookmark: _Toc67941485][bookmark: _Toc68101532][bookmark: _Toc68102210][bookmark: _Toc66907480][bookmark: _Toc66907561][bookmark: _Toc66907640][bookmark: _Toc66907720][bookmark: _Toc66907799][bookmark: _Toc66907878][bookmark: _Toc66907957][bookmark: _Toc66908042][bookmark: _Toc66908121][bookmark: _Toc66908200][bookmark: _Toc66908364][bookmark: _Toc66908443][bookmark: _Toc66908522][bookmark: _Toc66974266][bookmark: _Toc67580392][bookmark: _Toc67580497][bookmark: _Toc67580602][bookmark: _Toc67941386][bookmark: _Toc67941486][bookmark: _Toc68101533][bookmark: _Toc68102211][bookmark: _Toc66908365][bookmark: _Toc68102212][bookmark: _Hlk63143235]自地域・事業における観光リスク・マトリックスを作成してみましょう（👉手引書2）
2.1. 地域や事業に発生する可能性のある災害や危機を洗い出します。あなたの地域で起こり得る災害・危機で、観光客や観光産業に大きな影響を及ぼす恐れがあるのは、どのようなものか記入してみましょう。地域防災計画には、冒頭の「総則」等にその地域での災害の発生の歴史や、地域内で発生可能性のある災害について詳しく記載されています。地域防災計画の記載内容を確認する際に、想定される災害についても読んでおくとよいでしょう。


	【自然災害】



	【人為的災害・危機】



	【健康に係わる危機】



	【その他の災害・危機】









2.2. [bookmark: _Toc68102214][bookmark: _Hlk63144054][bookmark: _Hlk63144035]抽出された災害や危機のうち、発生した場合の対応の備えをより優先すべきものはどれか、発生頻度（確率）と発生時の影響度のマトリックスを作って検討してみましょう。（👉手引書2.1）
2.3. ☞付属EXCELシート2.2を参照
	
	小さい　　＜　　発生した場合の影響の大きさ　　　＜　　大きい

	高い　　⇦　　発生頻度・確率　　⇦　　低い
	







	（最優先）

	
	






	（優先）


想定される危機・災害を洗い出し、マトリックスを作成するには、組織の観光や防災の担当者が参加するワークショップ形式で、参加者がそれぞれ思いつく災害・危機を付箋等に書き出し、それをホワイトボードなどに貼り付け、発生頻度・確率と発生した場合の影響の大きさを考えながら各危機・災害のマトリックス上の位置を検討すると効果的です。
　[image: ]

3. [bookmark: _Toc66908366][bookmark: _Toc68102215]自地域・事業における旅行者・観光客と事業者の災害リスクを想定してみましょう
あなたの地域・観光施設で対応優先度が最も高い災害・危機が発生した場合に、旅行者・観光客および観光関連事業者にどのような影響やリスクが生じるか検討しておく必要があります。

2.2で作成したマトリックスで右上（最優先）に位置付けられた対応優先度が最も高い災害・危機からひとつを選んで下記に記入してみましょう。複数の危機・災害について検討する場合は、3.1及び3.2は別の表に記入してください。

【対応優先度が最も高い災害・危機】：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3.1. [bookmark: _Toc66222153][bookmark: _Toc66908367][bookmark: _Toc68102216]旅行者・観光客への影響（👉手引書2.2）
[bookmark: _Hlk59983175]自治体やDMOの場合は、その地域全体での旅行者・観光客への影響について考えます。観光事業者の場合には、自社の事業所や施設を利用している（利用する予定の）旅行者・観光客への影響について、3．で特定した災害・危機を基に、より具体的に考えて記載してみましょう。
　　　☞付属EXCELシート3.1を参照
	危機・災害により発生する事象
	旅行者・観光客への影響

	記入例1（台風の場合）
暴風や飛来物による窓ガラスの破損
	施設内にいる人が割れた窓ガラスの破片や室内に飛び込んできた飛来物で負傷する。

	記入例2（地震の場合）
鉄道や道路施設が被害を受け、列車の運行や道路通行ができなくなる。
	列車の運休や道路の不通により、帰宅や旅行目的地への移動ができなくなり、地域内で滞留する（帰宅困難者の発生）。

	
	

	
	



3.2. [bookmark: _Toc66908368][bookmark: _Toc68102217]観光関連事業者への影響（👉手引書2.2）
[bookmark: _Hlk59983237]自治体やDMOの場合は、その地域全体での観光関連事業者への影響について考えます。観光事業者の場合には、自社の事業運営や経営への影響を考えて記載してみましょう。
　　　☞付属EXCELシート3.2を参照
	危機・災害により発生する事象
	観光関連事業者への影響

	記入例1（台風の場合）
強風により送電施設が被害を受け、長時間にわたり停電する。
	施設の照明、空調、エレベーター・エスカレーター、ボイラー、揚水ポンプ、そのほかの電気設備やパソコン・システム端末等が使えなくなり、運営ができなくなる。

	記入例2（水害の場合）
宿泊施設のロビーやレストラン等が浸水する。
	浸水した施設・設備の排水と清掃・消毒が完了するまで営業ができなくなり、修復・清掃の費用と売上・利益の損失（機会損失）が発生する。

	
	

	
	


4. [bookmark: _Toc67580397][bookmark: _Toc67580502][bookmark: _Toc67580607][bookmark: _Toc67941391][bookmark: _Toc67941491][bookmark: _Toc68101538][bookmark: _Toc68102218][bookmark: _Toc66908369][bookmark: _Toc68102219]危機・災害時の旅行者のニーズを把握しましょう（👉手引書3.1）
旅行先で危機や災害が発生すると、旅行者・観光客は前述の3.1に記載したとおり様々な影響を受けます。そのような時の旅行者のニーズはどのようなものか考えてみましょう。
☞付属EXCELシート4を参照
	旅行者への影響（の例）
	旅行者のニーズ

	例）災害でけがをした
	· 医療機関や救護所で診療・手当を受けたい
· 医療費を旅行保険で支払いたい
· 家族に状況を伝えて、できれば来てほしい

	災害でけがをした

	

	交通機関の運休や道路不通で帰宅や目的地への移動ができなくなった
	

	どこに避難したらよいか分からない
	


	どうしたら安全が確保できるか分からない
	

	災害情報が日本語（地元の言語）でしか発信されず、状況が分からない
	

	旅行先で一緒にいた家族や同行者の行方が分からなくなった
	

	自宅（自国）の家族や仕事先に無事を伝えたいが、電話が掛けられない
	

	食料や水を入手できない

	

	どうしたらよいか誰かに相談したいが、誰に相談できるか分からない
	


それぞれの影響を受けたとき、（外国人を含む）旅行者が何をしたいか、何をしてほしいと思うかを、できるだけ具体的に考えて「旅行者のニーズ」の欄に記入します。ニーズが具体的であればあるほど、そのニーズに応えるために何をすればよいか、それをするために平常時にどのような準備をしておくべきかが明確になります。








5. [bookmark: _Toc66908370][bookmark: _Toc68102220][bookmark: _Hlk63144830]減災の取組について考えてみましょう（👉手引書5）
災害・危機が発生した際の、旅行者・観光客、観光事業者の従業員、及び事業への影響（3.1, 3.2）を低減するため、私たちの地域、企業・団体ではどのような対策や取組ができるか検討していきます。
5.1. [bookmark: _Toc66299841][bookmark: _Toc66300016][bookmark: _Toc66907487][bookmark: _Toc66907568][bookmark: _Toc66907647][bookmark: _Toc66907727][bookmark: _Toc66907806][bookmark: _Toc66907885][bookmark: _Toc66907964][bookmark: _Toc66908049][bookmark: _Toc66908128][bookmark: _Toc66908207][bookmark: _Toc66908371][bookmark: _Toc66908450][bookmark: _Toc66908529][bookmark: _Toc66974273][bookmark: _Toc67580400][bookmark: _Toc67580505][bookmark: _Toc67580610][bookmark: _Toc67941394][bookmark: _Toc67941494][bookmark: _Toc68101541][bookmark: _Toc68102221][bookmark: _Toc66908372][bookmark: _Toc68102222][bookmark: _Hlk63144978]ハード面の減災対策（👉手引書5.1）
[bookmark: _Toc68102223]　手引書のチェックリストを確認し、チェックが付けられた項目については、現在の取組を記載し、チェックがつけられなかった項目については、必要な対応について検討してみましょう。

5.1.1. 観光関連インフラの災害耐性を高める、観光事業施設の強靭化のためにできることについて記入してみましょう。（👉手引書5.1.1）地域内や自社の観光関連インフラや施設が、地域で想定される災害・危機が発生した時に必要な耐性があるかどうかを確認し、強靭化や災害からの回復力を高めるためにどのようなことができるかを検討し、記載します。
耐震診断の対象でありながら未診断の施設や、耐震補強が必要と診断されながらも耐震補強工事ができていない施設、津波が想定される地区に立地する建築物の耐浪性の確保、津波避難タワー等の設置など、計画と合わせて予算化・資金の確保等についても検討します。

	[bookmark: _Hlk62480093]（例：台風襲来時の客室窓ガラス破損防止のため、強化ガラスを導入）





5.1.2. 避難通路、避難施設等の整備のためにできることについて記入してみましょう。（👉手引書5.1.2）現在、防災計画や避難計画に記載されている避難通路、避難施設に行き、避難通路については災害発生を想定して実際に歩きながら、手引書5.1.2のチェックリストに従って避難通路・避難施設の現状を確認します。不十分な点があれば、それをどのように整備・改善できるか検討し、計画に記載します。

	（例：建物の耐震性の確認や建物立地に関する確認）











5.1.3. 避難場所・避難施設の確認としてできることについて記入してみましょう。（👉手引書5.1.3）避難誘導標識のある現場に行き、標識に従って避難したら、確実に安全な場所に行けるかどうか、手引書5.2のチェックリストの項目を確認します。

	（例：地域の津波浸水想定やハザードマップと照合）




5.1.4. 
5.2. [bookmark: _Toc66299843][bookmark: _Toc66300018][bookmark: _Toc66907489][bookmark: _Toc66907570][bookmark: _Toc66907649][bookmark: _Toc66907729][bookmark: _Toc66907808][bookmark: _Toc66907887][bookmark: _Toc66907966][bookmark: _Toc66908051][bookmark: _Toc66908130][bookmark: _Toc66908209][bookmark: _Toc66908373][bookmark: _Toc66908452][bookmark: _Toc66908531][bookmark: _Toc66974275][bookmark: _Toc67580402][bookmark: _Toc67580507][bookmark: _Toc67580612][bookmark: _Toc67941396][bookmark: _Toc67941496][bookmark: _Toc68101544][bookmark: _Toc68102224][bookmark: _Toc66299844][bookmark: _Toc66300019][bookmark: _Toc66907490][bookmark: _Toc66907571][bookmark: _Toc66907650][bookmark: _Toc66907730][bookmark: _Toc66907809][bookmark: _Toc66907888][bookmark: _Toc66907967][bookmark: _Toc66908052][bookmark: _Toc66908131][bookmark: _Toc66908210][bookmark: _Toc66908374][bookmark: _Toc66908453][bookmark: _Toc66908532][bookmark: _Toc66974276][bookmark: _Toc67580403][bookmark: _Toc67580508][bookmark: _Toc67580613][bookmark: _Toc67941397][bookmark: _Toc67941497][bookmark: _Toc68101545][bookmark: _Toc68102225][bookmark: _Toc66299845][bookmark: _Toc66300020][bookmark: _Toc66907491][bookmark: _Toc66907572][bookmark: _Toc66907651][bookmark: _Toc66907731][bookmark: _Toc66907810][bookmark: _Toc66907889][bookmark: _Toc66907968][bookmark: _Toc66908053][bookmark: _Toc66908132][bookmark: _Toc66908211][bookmark: _Toc66908375][bookmark: _Toc66908454][bookmark: _Toc66908533][bookmark: _Toc66974277][bookmark: _Toc67580404][bookmark: _Toc67580509][bookmark: _Toc67580614][bookmark: _Toc67941398][bookmark: _Toc67941498][bookmark: _Toc68101546][bookmark: _Toc68102226][bookmark: _Toc66299846][bookmark: _Toc66300021][bookmark: _Toc66907492][bookmark: _Toc66907573][bookmark: _Toc66907652][bookmark: _Toc66907732][bookmark: _Toc66907811][bookmark: _Toc66907890][bookmark: _Toc66907969][bookmark: _Toc66908054][bookmark: _Toc66908133][bookmark: _Toc66908212][bookmark: _Toc66908376][bookmark: _Toc66908455][bookmark: _Toc66908534][bookmark: _Toc66974278][bookmark: _Toc67580405][bookmark: _Toc67580510][bookmark: _Toc67580615][bookmark: _Toc67941399][bookmark: _Toc67941499][bookmark: _Toc68101547][bookmark: _Toc68102227][bookmark: _Toc66283550][bookmark: _Toc66908377][bookmark: _Toc68102228]避難誘導標識の設置（👉手引書5.2）
周囲に避難誘導する人がいない状況でも、土地勘の乏しい観光客が自ら避難できるようにするためにできることについて記入してみましょう。地域内の避難場所・避難施設について、手引書5.1.3のチェックリストに従って現状を確認します。
住民人口に基づいて避難施設等を指定している地域では、そこに帰宅困難となった観光客が加わった場合、指定避難所等で受け入れ可能であるか、さらに感染症対策で避難施設内での人との一定の距離を保つため、想定避難者数に対して収容可能人数が足りないなどの事態が発生していないかどうかを確認します。

	（例：海抜表示や避難誘導路の多言語記載）





5.3. [bookmark: _Toc66908378][bookmark: _Toc68102229]早期警戒情報の発信と提供の仕組み（👉手引書5.3）
災害の発生が予想されるとき、観光客・旅行者、予約客、利用者、従業員に警戒情報を提供し、適切な安全確保行動を促すためにできることについて記入してみましょう。災害の発生が予想されるとき、観光客・旅行者、お客様や従業員に適切な安全確保行動を促すため、どのような情報を提供するしくみや準備ができているか、手引書5.3のチェックリストの項目に従って現状を確認します。不十分な点があれば、どのように改善できるかを検討し記載します。
台風・ハリケーンや、洪水、火山活動等が繰り返し発生する地域では、それらの災害発生が予想される時の観光客に対する情報提供テンプレートを作成しておくとよいでしょう。
箱根温泉旅館・ホテル協同組合火山防災マニュアルの「火山噴火警戒案内」掲示例参照
（👉手引書18ページ 5.3参照）

	（例：地域防災無線や携帯電話への警戒情報発信）




5.4. [bookmark: _Toc66908379][bookmark: _Toc68102230]危機・災害の発生が予想される場合の事前帰宅・来訪中止の勧奨（👉手引書5.4）
　危機・災害の発生が予想される場合、影響が想定される地域や観光施設から観光客をあらかじめ退避させるためにできることについて記入してみましょう。災害の発生が予想されるとき、影響が想定される地域や観光施設から観光客をあらかじめ退避させるためのしくみや準備ができているか、自治体、DMO、事業者の災害対応計画やマニュアル等の内容を手引書5.4のチェックリストの項目に従って確認します。不十分な点があれば、どのように対応できるかを検討し記載します。

	（例：自治体・観光協会・観光事業者と連携した旅行延期勧奨情報発信）





5.5. [bookmark: _Toc68102231]従業員・職員等への危機管理教育（👉手引書5.5）
[bookmark: _Toc66907496][bookmark: _Toc66907577][bookmark: _Toc66907656][bookmark: _Toc66907736][bookmark: _Toc66907815][bookmark: _Toc66907894][bookmark: _Toc66907973][bookmark: _Toc66908058][bookmark: _Toc66908137][bookmark: _Toc66908216][bookmark: _Toc66908380][bookmark: _Toc66908459][bookmark: _Toc66908538][bookmark: _Toc66974282][bookmark: _Toc67580409][bookmark: _Toc67580514][bookmark: _Toc67580619][bookmark: _Toc66907497][bookmark: _Toc66907578][bookmark: _Toc66907657][bookmark: _Toc66907737][bookmark: _Toc66907816][bookmark: _Toc66907895][bookmark: _Toc66907974][bookmark: _Toc66908059][bookmark: _Toc66908138][bookmark: _Toc66908217][bookmark: _Toc66908381][bookmark: _Toc66908460][bookmark: _Toc66908539][bookmark: _Toc66974283][bookmark: _Toc67580410][bookmark: _Toc67580515][bookmark: _Toc67580620][bookmark: _Toc66908383]危機管理の必要性を理解し、危機対応に必要な知識やスキルを身に着けさせるためにできることを検討していきます。

5.5.1. 危機管理の重要性を理解する教育について具体例を記入してみましょう。（👉手引書5.5.1）どのような人を対象に、どのような内容の教育が、どのような方法で、どの程度の頻度で危機管理の重要性を理解できる教育が実施されればよいのか、について記載します。

	[bookmark: _Hlk62480404]（例：毎月１回開催される危機管理委員会での組織トップから各部代表者への訓示）





5.5.2. [bookmark: _Hlk63155189]危機対応のスキルを習得する教育・訓練について記入してみましょう。（👉手引書5.5.2）避難誘導訓練だけでなく、情報収集・伝達訓練、災害発生を想定した図上訓練等、様々な方法による危機対応スキル向上の教育・訓練の現状を確認し、どのような教育・訓練が必要で、自地域や自社で実施できるかを検討して記載します。

	[bookmark: _Hlk62511617]（例：消防署の指導を受けての避難訓練）






6. [bookmark: _Toc66299853][bookmark: _Toc66300028][bookmark: _Toc66907501][bookmark: _Toc66907582][bookmark: _Toc66907661][bookmark: _Toc66907740][bookmark: _Toc66907819][bookmark: _Toc66907898][bookmark: _Toc66907977][bookmark: _Toc66908062][bookmark: _Toc66908141][bookmark: _Toc66908220][bookmark: _Toc66908384][bookmark: _Toc66908463][bookmark: _Toc66908542][bookmark: _Toc66974286][bookmark: _Toc67580413][bookmark: _Toc67580518][bookmark: _Toc67580623][bookmark: _Toc67941404][bookmark: _Toc67941504][bookmark: _Toc68101552][bookmark: _Toc68102232][bookmark: _Toc66299854][bookmark: _Toc66300029][bookmark: _Toc66907502][bookmark: _Toc66907583][bookmark: _Toc66907662][bookmark: _Toc66907741][bookmark: _Toc66907820][bookmark: _Toc66907899][bookmark: _Toc66907978][bookmark: _Toc66908063][bookmark: _Toc66908142][bookmark: _Toc66908221][bookmark: _Toc66908385][bookmark: _Toc66908464][bookmark: _Toc66908543][bookmark: _Toc66974287][bookmark: _Toc67580414][bookmark: _Toc67580519][bookmark: _Toc67580624][bookmark: _Toc67941405][bookmark: _Toc67941505][bookmark: _Toc68101553][bookmark: _Toc68102233][bookmark: _Toc66299855][bookmark: _Toc66300030][bookmark: _Toc66907503][bookmark: _Toc66907584][bookmark: _Toc66907663][bookmark: _Toc66907742][bookmark: _Toc66907821][bookmark: _Toc66907900][bookmark: _Toc66907979][bookmark: _Toc66908064][bookmark: _Toc66908143][bookmark: _Toc66908222][bookmark: _Toc66908386][bookmark: _Toc66908465][bookmark: _Toc66908544][bookmark: _Toc66974288][bookmark: _Toc67580415][bookmark: _Toc67580520][bookmark: _Toc67580625][bookmark: _Toc67941406][bookmark: _Toc67941506][bookmark: _Toc68101554][bookmark: _Toc68102234][bookmark: _Toc66299856][bookmark: _Toc66300031][bookmark: _Toc66907504][bookmark: _Toc66907585][bookmark: _Toc66907664][bookmark: _Toc66907743][bookmark: _Toc66907822][bookmark: _Toc66907901][bookmark: _Toc66907980][bookmark: _Toc66908065][bookmark: _Toc66908144][bookmark: _Toc66908223][bookmark: _Toc66908387][bookmark: _Toc66908466][bookmark: _Toc66908545][bookmark: _Toc66974289][bookmark: _Toc67580416][bookmark: _Toc67580521][bookmark: _Toc67580626][bookmark: _Toc67941407][bookmark: _Toc67941507][bookmark: _Toc68101555][bookmark: _Toc68102235][bookmark: _Toc66299857][bookmark: _Toc66300032][bookmark: _Toc66907505][bookmark: _Toc66907586][bookmark: _Toc66907665][bookmark: _Toc66907744][bookmark: _Toc66907823][bookmark: _Toc66907902][bookmark: _Toc66907981][bookmark: _Toc66908066][bookmark: _Toc66908145][bookmark: _Toc66908224][bookmark: _Toc66908388][bookmark: _Toc66908467][bookmark: _Toc66908546][bookmark: _Toc66974290][bookmark: _Toc67580417][bookmark: _Toc67580522][bookmark: _Toc67580627][bookmark: _Toc67941408][bookmark: _Toc67941508][bookmark: _Toc68101556][bookmark: _Toc68102236][bookmark: _Toc68102237][bookmark: _Toc66908389]迅速かつ的確な災害・危機対応のための準備について考えてみましょう
6.1. [bookmark: _Toc67941410][bookmark: _Toc67941510][bookmark: _Toc68101558][bookmark: _Toc68102238][bookmark: _Toc66908390][bookmark: _Toc67941411][bookmark: _Toc67941511][bookmark: _Toc68101559][bookmark: _Toc68102239][bookmark: _Toc66908391][bookmark: _Toc68102240]対応体制（対策本部等）と責任者（👉手引書6.2, 6.3）
危機・災害が発生したときや、発生することが予想されるときには、組織内に「対策本部」などの危機対応体制を直ちに立ち上げるために、以下の準備をしましょう。

6.1.1. 危機の種類やレベルに応じた体制
危機・災害の種類や危機の程度に応じた複数レベルの危機対応体制を決めておきます。以下の表に対応体制を記入してみましょう。
　　　☞付属EXCELシート6.1.1を参照
	体制
	設置基準の例
	責任者の例
	スタッフの例

	（例）
対策本部
	危機・災害の発生により地域内の旅行者・観光客の安全や観光事業の事業継続に重大な影響が生じた場合、又は重大な影響が予想される場合
	· 観光部長
· DMO会長
· 社長
	· 観光部
· DMO総務部
· 管理本部

	(レベル１)
	
	
	

	(レベル２)
	
	
	

	(レベル３)
	
	
	


レベル１～３は下記の影響が予見されることを想定している。
レベル１：影響がでる可能性　レベル２：大きな影響が出る　レベル３：重大な影響が出る受講者の属する組織での具体的な体制を検討して記載します。手引書6.2にも記載があるように、レベル１は「対策本部」、レベル２は「警戒本部」、レベル３は「情報収集体制」のイメージですが、それぞれどのような呼称にするかは、その組織によって異なります。





6.1.2. 自治体・DMOの体制
1～2ページで記載した担当者名も確認し記載してみましょう。
☞付属EXCELシート6.1.2を参照
	機能
	役割
	担当組織
	氏名（役職）
	代行者（※）

	統括責任者
（本部長）
	全体統括、組織判断
	
	
	

	情報責任者
	情報収集・管理・発信、広報対応
	

	
	

	調整・総務
	本部内総務、他部署や組織との連携・調整
	
	
	

	観光客・
利用者対応
	地域内の観光客・利用者の安全確保と安否確認
	
	
	

	帰宅支援
	帰宅困難旅行者の帰宅・帰国支援
	

	
	

	機能
	役割
	担当組織
	氏名（役職）
	代行者（※）

	事業者対応
	地域内の観光事業者の事業継続支援
	
	
	

	観光復興
	観光復興計画の策定・実施
	
	
	


　　　（※）代行者とは、担当者が不在の場合や自宅から職場までの交通が遮断され、参加できない場合
に業務を代行する者のこと。「代行者」の欄には、体制の役職者・責任者が不在の場合や、災害状況によってその役割を果たすことが難しい場合に、その人に代わって役割を担う人をあらかじめ決めて記載します。たとえば、対策本部長が市の観光部長である場合、代行者は観光部の次長や観光部の課長になります。代行者が不在の場合もあるでしょうから、第2位までの代行者を決めておくことをお勧めします。危機管理計画等で代行者が明確になっていれば、役職者・責任者が不在の時でも、遅滞なく危機対応体制を機能させることが可能になります。
小規模の組織で、複数の役割を一つの部署や担当者が担う場合は、両方の役割の欄に同じ部署名・担当者名を記載してください。


6.1.3. 事業者の体制（通常体制）
1～2ページで記載した担当者名も確認し記載してみましょう。
☞付属EXCELシート6.1.3～4を参照
	[bookmark: _Hlk62485985]機能
	役割
	担当部署
	氏名（役職）
	代行者

	統括責任者
（本部長）
	全体統括、組織判断、対外対応
	
	
	

	情報責任者
	情報収集・管理・発信、広報対応
	
	
	

	観光客・
利用者対応
	観光客・利用者の安全確保・避難誘導、安否確認、観光客・利用者お客様への情報提供、取引先対応
	
	
	

	消火・施設
	発災時の初期消火、施設被害等の確認
	
	
	

	従業員対応
	従業員の安全確保・安否確認、労務管理、雇用継続対応
	
	
	

	財務・経理
	経費管理、資金管理・調達
	
	
	




6.1.4. [bookmark: _Hlk63163746]事業者及び自治体・DMOの体制（夜間の初動対応）（👉手引書6.2.1）
夜間に危機・災害が発生した場合、通常体制が設置されるまで、現場の当直管理者等を中心に初動対応を行う体制と、統括責任者等との連絡方法をあらかじめ決めておきます。
1～2ページで記載した担当者名も確認し記載してみましょう。

☞付属EXCELシート6.1.3～4を参照
	機能
	役割
	担当部署
	氏名（役職）
	代行者

	現場責任者
	現場統括・判断、連絡
	

	
	

	情報担当
	情報収集・情報提供
	

	
	

	観光客・
利用者対応
	観光客・利用者の安全確保・避難誘導、安否確認
	

	
	

	消火・施設
	発災時の消火、安全確認
	

	
	



6.2. [bookmark: _Toc66908392][bookmark: _Toc68102241]危機・災害対応における職員・従業員の安全確保と安否確認（👉手引書6.4）
[bookmark: _Toc68102242]　旅行者・観光客と従業員、観光事業に影響を及ぼす危機・災害が発生したときや、発生することが予想されるときには、組織内に「対策本部」などの危機対応体制を直ちに立ち上げましょう。危機・災害の種類や危機の程度に応じた複数レベルの危機対応体制を決めておくことで、状況に応じた体制を立ち上げることができます。

6.2.1. 職員・従業員の緊急連絡先
[bookmark: _Hlk62511039]危機・災害発生が予想される場合、発生した場合、昼夜を問わず直ちに職員・従業員に連絡が取れるよう、緊急連絡リストを常に最新情報に更新しておきます。


6.2.2. 職員・従業員の安否確認の報告・集約の方法
危機・災害が発生した場合、以下の方法での職員・従業員の安否確認の報告・集約を推奨します。
☞付属EXCELシート6.2.2を参照
	安否確認の方法
	安否情報の報告・集約の方法

	【就業時間中に危機・災害が発生した場合】

	（誰が確認するか）

（どのような方法で安否確認するか）

	（誰に報告するか）

（どのように報告するか）

	【就業時間外、休日、夜間に危機・災害が発生した場合】

	（誰が確認するか）

（どのような方法で安否確認するか）

（電話が使えない場合の確認方法）

	（誰に報告するか）

（どのように報告するか）

（電話が使えない場合の確認方法）



6.3. [bookmark: _Toc66907510][bookmark: _Toc66907591][bookmark: _Toc66907670][bookmark: _Toc66907749][bookmark: _Toc66907828][bookmark: _Toc66907907][bookmark: _Toc66907986][bookmark: _Toc66908071][bookmark: _Toc66908150][bookmark: _Toc66908229][bookmark: _Toc66908393][bookmark: _Toc66908472][bookmark: _Toc66908551][bookmark: _Toc66974295][bookmark: _Toc67580422][bookmark: _Toc67580527][bookmark: _Toc67580632][bookmark: _Toc67941414][bookmark: _Toc67941514][bookmark: _Toc68101563][bookmark: _Toc68102243][bookmark: _Toc68102244][bookmark: _Toc66908394]危機発生時の情報収集・伝達ルート（👉手引書6.5）
6.3.1. [bookmark: _Toc66908395]情報源リストを作成してみましょう。（👉手引書6.5記載の情報源リストを参照し、各自治体・DMO・事業者に即した情報源リストを作成してみましょう。）
情報源リストの例
☞付属EXCELシート6.3.1を参照
	入手する情報
	情報源
	電話
	ウェブサイト（下記はイメージ）

	気象・災害情報
	〇〇気象台
	000-000-0000
	

	
	〇〇お天気情報
	
	https://xx-weathernews.jp/

	災害状況
	〇〇県災害対策本部
	000-000-0000
	https://pref.xxxx.lg.jp/bosai

	
	〇〇市災害対策本部
	000-000-0000
	https://city.xxxx.lg.jp/bosai

	観光被害状況
	〇〇県観光部観光政策課
	000-000-0000
	https://pref.xxxx.lg.jp/kanko

	
	〇〇市商工観光課
	000-000-0000
	https://city.xxxx.lg.jp/kanko

	鉄道運行情報
	JR〇〇支社
	000-000-0000
	

	
	〇〇電鉄
	000-000-0000
	

	
	〇〇鉄道運行情報
	
	https://transit.xx.co.jp/traininfo

	道路情報
	〇〇国道事務所
	000-000-0000
	

	
	NEXCO〇〇日本
	
	https://www.x-ihighway.jp

	
	〇〇警察署
	000-000-0110
	

	
	xx通行実績情報
	
	http://disaster-system.xxxxx-jp.org/

	
	xx通れた道マップ
	
	https://www.xxx.co.jp/jpn/auto/

	入手する情報
	情報源
	電話
	ウェブサイト（下記はイメージ）

	道路交通
	○○バス
	000-000-0000
	

	
	○○タクシー
	000-000-0000
	

	入手する情報
	情報源
	電話
	ウェブサイト（下記はイメージ）

	ライフライン
	〇〇電力
	000-000-0000
	

	
	〇〇ガス
	000-000-0000
	

	
	○○県水道局
	000-000-0000
	

	報道
	〇〇ラジオ
	
	

	
	〇〇放送
	
	

	
	〇〇コミュニティFM
	
	

	観光関連機関・団体
	JNTO（日本政府観光局）
	
	https://jnto.go.jp

	
	〇〇県観光連盟
	000-000-0000
	

	
	○○市観光協会
	000-000-0000
	

	
	○○温泉旅館ホテル組合
	000-000-0000
	


表作成ワークシートの情報源は例として記載してありますので、受講者が所属する組織のある地域における「情報源」を必要に応じて行数を増やして上書きし、それぞれの地域用の情報源リストを作成してください。
すでに情報源リストがある場合は、そのリストと手引書6.5のリストとを見比べて、既存リストに記載されていないが必要な情報源を追加してください。


6.3.2. 情報収集の系統図を描いてみましょう。（情報収集の系統図を記入）
☞付属EXCELシート6.3.2を参照手引書6.5の情報収集の系統図の例を参考に、受講者の所属する組織と地域における情報収集系統図を作成し、上の枠内に記載してください。
パワーポイント等で図を作成し、それを図として貼り付けると作業が容易です。

	









6.4. [bookmark: _Toc67580425][bookmark: _Toc67580530][bookmark: _Toc67580635][bookmark: _Toc67941416][bookmark: _Toc67941516][bookmark: _Toc67580426][bookmark: _Toc67580531][bookmark: _Toc67580636][bookmark: _Toc67941417][bookmark: _Toc67941517][bookmark: _Toc66907513][bookmark: _Toc66907594][bookmark: _Toc66907673][bookmark: _Toc66907752][bookmark: _Toc66907831][bookmark: _Toc66907910][bookmark: _Toc66907989][bookmark: _Toc66908074][bookmark: _Toc66908153][bookmark: _Toc66908232][bookmark: _Toc66908396][bookmark: _Toc66908475][bookmark: _Toc66908554][bookmark: _Toc66974298][bookmark: _Toc67580439][bookmark: _Toc67580440][bookmark: _Toc67580544][bookmark: _Toc67580545][bookmark: _Toc67580649][bookmark: _Toc67580650][bookmark: _Toc67941430][bookmark: _Toc67941431][bookmark: _Toc67941530][bookmark: _Toc67941531][bookmark: _Toc68101565][bookmark: _Toc68101566][bookmark: _Toc68102245][bookmark: _Toc68102246][bookmark: _Toc68102247][bookmark: _Toc66908397]危機コミュニケーション（広報等）の事前準備（👉手引書6.6）
6.4.1. [bookmark: _Toc66908398]地域における一本化された広報窓口（👉手引書6.6.2）
　情報の錯綜を防ぎ、現地の状況に関する正確な情報を的確に伝えることは、旅行者・観光客への危機・災害の影響を最小化するとともに、危機・災害に伴う風評被害を防止することにもつながります。広報窓口となる部署・担当者をあらかじめ決めておきましょう。危機・災害発生時の地域の広報窓口がすでに一本化されている場合は、その窓口の組織・部署・担当者名等を記載します。まだ広報窓口が決まっていない場合は、この計画策定に合わせて地域で検討し、一本化できるよう調整します。

	組織・部署
	担当者
	電話
	メール

	

	
	
	

	
	
	
	


6.4.2. 危機発生時の情報伝達手段
　危機・災害発生時に関係機関や旅行市場に確実に情報提供・情報発信するために有効と考えられる情報伝達手段を記載してみましょう。（下記情報伝達手段一覧表を作成）
　　　　☞付属EXCELシート6.4.2を参照
	情報発信先
	有効な情報伝達手段

	危機・災害の現場にいる
観光客・旅行者
	　

	
	　

	
	　

	予約済みの観光客
	　

	
	　

	
	　

	観光客の家族・関係者
	　

	
	　

	
	　

	地域内の観光事業者・
観光関連団体等
	　

	
	　

	
	　

	旅行会社
	　

	
	　

	
	　

	メディア・マスコミ
	　

	
	　

	
	　

	在日外国公館
	　

	
	　


情報発信先は、地域や事業者の必要に応じて適宜追加・削除してください。
有効なメディアは、通信メディアのみならず、ホワイトボードへの掲示、印刷物の貼り出し・配布、口頭での伝達等、アナログでのコミュニケーション手法も検討して記入します。

6.4.3. 情報提供テンプレート（👉手引書6.6.4）
「手引書」P.30～32を参考に、想定される危機・災害発生時の情報提供テンプレートを作ります。
まず、3.で特定した自分の地域・観光施設で想定される危機・災害をひとつ取り上げ、下の表を参考に発生からの時間経過に応じてマスコミや旅行市場、旅行者・観光客・利用者・予約客に提供する情報のテンプレートを作成してみてください。
ひとつの危機・災害の情報提供テンプレートができたら、想定される別の危機・災害についても作ってみてください。

【自治体・DMO】
想定される危機・災害発生時又は発生が間近に予想されるときに、地域としてマスコミや関係機関・旅行市場に対して時間経過に応じて情報提供するための情報提供（ポジションペーパー）用テンプレートを作成します。

【事業者】
危機・災害発生時又は発生が間近に予想されるときに、施設内にいる観光客、利用者、予約客、旅行会社等の関係機関に対して、時間経過に応じて情報提供するための情報提供用テンプレートを作成します。

作成しておくとよい情報提供テンプレート
	
	地震
	津波
	気象災害
	土砂災害
	火山活動
	事件・事故

	発生が予想
されるとき
	
	△
	〇
	〇
	△
	△

	発生直後
	△
	△
	〇
	△
	△
	〇

	発生数時間後
	〇
	〇
	〇
	〇
	〇
	〇

	12時間後
	△
	△
	△
	△
	△
	△

	24時間後
	〇
	〇
	〇
	〇
	〇
	〇

	2日後以降
	〇
	〇
	△
	〇
	〇
	△


〇は情報提供・情報発信の必要性が高いフェーズ
△は災害の状況によって可能な場合は情報提供・情報発信するとよいフェーズ



6.5. [bookmark: _Toc67941433][bookmark: _Toc67941533][bookmark: _Toc68101568][bookmark: _Toc68102248][bookmark: _Toc66908399][bookmark: _Toc68102249]災害対応に必要なツール・備品等の事前準備（👉手引書6.8）
危機・災害発生時に安全かつ円滑に対応ができるよう、平常時に準備しておく「災害対応に必要なツール・備品等」は手引書6.8に掲載の「ツール・備品リスト」を参考にしてください。
☞付属EXCELシート6.5を参照地域・事業所で発生が想定される危機・災害に対応する際に必要になるツール・備品等を検討し、リストに記載します。
作成したリストは、チェックリストとして定期的にツール・備品が準備されているかどうかを確認する際に利用します。


6.6. [bookmark: _Toc66908400][bookmark: _Toc68102250]観光事業者の事業継続のための準備（👉手引書6.9, 8.1.4）
6.6.1. 資金の調達（事業者）
【運転資金】
危機・災害によって休業し、又は観光客が急激に減少し売上が著しく下がった場合に、当面の運転資金の調達先について記入してみましょう。付属EXCELシート6.6.1を参照ください。シートには、計算式が入っていますので、各調達方法・利用制度での調達可能金額を入力すると、合計額が計算されます。
観光事業者の多くは財務体質の脆弱な中小企業で、危機や災害により観光客が減少すると売上が下がるか、場合によってはゼロになります。一方で、施設を運営し従業員を雇っているので、売上の減少にかかわらず人件費や固定費、公共料金、税金、借入金の利息と元本返済などの支出は減りませんので、たちまち資金繰りに影響が出ます。そのままにしておけば、観光地が完全復興する前に、事業者が倒産・経営破綻してしまうことになりかねません。
ふだんから事業継続のために必要な資金額を計算しておき、一定期間休業して売上がゼロになっても経営を維持できる程度の現預金を確保しておくとともに、どこから、いくらの資金を調達できるかを計画しておけば、いざというときに安心です。

	調達先
	調達方法
	調達可能な金額

	自己資金
	手持ち現預金
	万円

	取引先
	支払猶予
	万円

	金融機関（　　　　　　　　）
	借入
	万円

	公的融資
	借入
	万円

	その他
	
	万円







【復旧資金】
危機・災害によって施設等が損壊した場合に、その修復・復旧のために必要な資金の調達先について記入してみましょう。付属EXCELシート6.6.1を参照ください。シートには、計算式が入っていますので、各調達方法・利用制度での調達可能金額を入力すると、合計額が計算されます。復旧資金のうち、保険は様々な意味で重要です。単に災害の被害による損害額を補償するのみでなく、利益補償保険をかけておけば、危機・災害（地震など対象外の災害等もあります）によって事業を中断せざるを得ない場合の利益損失の一定割合が補償されます。

	調達先
	調達方法
	調達可能な金額

	保険（　　　　　　　　　　）
	
	万円

	自己資金
	
	万円

	金融機関（　　　　　　　　）
	借入
	万円

	公的融資
	借入
	万円

	その他
	
	万円


6.6.2. 事業者の資金調達の支援（自治体・DMO）
危機・災害後の観光事業者の事業継続のための必要資金調達を支援するために実施する緊急財務支援（融資・助成金等）の施策について記入してみましょう。
	資金の種類
	財務支援の制度・支援方法
	対象となる事業者・団体

	運転資金
	
	

	
	
	

	復旧・修復資金
	
	

	
	
	

	その他の資金
	
	

	
	
	


公的な金融支援に加えて、危機・災害によって財務面の影響を受けた事業者が金融機関等から緊急融資を受けるための相談に応じる体制を整えることも重要です。行政機関単独ではなく、商工会議所等の経済団体との緊密な連携も必要です。





6.6.3. 雇用継続の準備（事業者）
危機・災害により、長期間の休業や事業の縮小をせざるを得ない場合に、従業員の雇用継続のた
めに実施する対策について記入してみましょう。
	




6.6.4. 事業者の雇用継続の支援（自治体・DMO）
　危機・災害により、長期間の休業や事業の縮小をせざるを得ない観光事業者の従業員の雇用を守るため、雇用調整助成金を活用することも考えられます（以下参照）。また、その他観光事業者の従業員の雇用維持に関する施策について記入してみましょう。
	



　【雇用調整助成金制度[footnoteRef:1]】 [1:  厚生労働省 雇用調整助成金HP（2021年1月現在）（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/pageL07_20200515.html）] 
【雇用調整助成金制度】
景気の変動、産業構造の変化、そのほかの経済上の理由により、事業活動の縮小を余儀なくされた事業主が、一時的な雇用調整（休業、教育訓練又は出向）を実施することによって、従業員の雇用を維持した場合に助成される制度。この制度を活用すると休業手当を助成金で賄うことが可能となります。
＜雇用調整助成金の主な受給要件＞
１．雇用保険の適用事業主であること。
２．売上高又は生産量などの事業活動を示す指標について、その最近３か月間の月平均値が前年同期に比べて10％以上減少していること。
３．雇用保険被保険者数及び受け入れている派遣労働者数による雇用量を示す指標について、その最近３か月間の月平均値が前年同期に比べて、中小企業の場合は10％を超えてかつ4人以上、中小企業以外の場合は5％を超えてかつ6人以上増加していないこと。
４．実施する雇用調整が一定の基準を満たすものであること。
(ア)　休業の場合
労使間の協定により、所定労働日の全一日にわたって実施されるものであること。
※事業所の従業員（雇用保険被保険者）全員について一斉に１時間以上実施されるものであっても可。
(イ)　教育訓練の場合
(ア)と同様の基準のほか、教育訓練の内容が、職業に関する知識・技能・技術の習得や向上を目的とするものであり、当該受講日において業務（本助成金の対象となる教育訓練を除く）に就かないものであること。
(ウ)　出向の場合
対象期間内に開始され、３か月以上１年以内に出向元事業所に復帰するものであること。
５．過去に雇用調整助成金又は中小企業緊急雇用安定助成金の支給を受けたことがある事業主が新たに対象期間を設定する場合、直前の対象期間の満了の日の翌日から起算して一年を超えていること。

6.7. [bookmark: _Toc66907518][bookmark: _Toc66907599][bookmark: _Toc66907678][bookmark: _Toc66907757][bookmark: _Toc66907836][bookmark: _Toc66907915][bookmark: _Toc66907994][bookmark: _Toc66908079][bookmark: _Toc66908158][bookmark: _Toc66908237][bookmark: _Toc66908401][bookmark: _Toc66908480][bookmark: _Toc66908559][bookmark: _Toc66974303][bookmark: _Toc67580445][bookmark: _Toc67580550][bookmark: _Toc67580655][bookmark: _Toc67941436][bookmark: _Toc67941536][bookmark: _Toc68101571][bookmark: _Toc68102251][bookmark: _Toc66907519][bookmark: _Toc66907600][bookmark: _Toc66907679][bookmark: _Toc66907758][bookmark: _Toc66907837][bookmark: _Toc66907916][bookmark: _Toc66907995][bookmark: _Toc66908080][bookmark: _Toc66908159][bookmark: _Toc66908238][bookmark: _Toc66908402][bookmark: _Toc66908481][bookmark: _Toc66908560][bookmark: _Toc66974304][bookmark: _Toc67580446][bookmark: _Toc67580551][bookmark: _Toc67580656][bookmark: _Toc67941437][bookmark: _Toc67941537][bookmark: _Toc68101572][bookmark: _Toc68102252][bookmark: _Toc66907520][bookmark: _Toc66907601][bookmark: _Toc66907680][bookmark: _Toc66907759][bookmark: _Toc66907838][bookmark: _Toc66907917][bookmark: _Toc66907996][bookmark: _Toc66908081][bookmark: _Toc66908160][bookmark: _Toc66908239][bookmark: _Toc66908403][bookmark: _Toc66908482][bookmark: _Toc66908561][bookmark: _Toc66974305][bookmark: _Toc67580447][bookmark: _Toc67580552][bookmark: _Toc67580657][bookmark: _Toc67941438][bookmark: _Toc67941538][bookmark: _Toc68101573][bookmark: _Toc68102253][bookmark: _Toc66908404][bookmark: _Toc68102254]計画・マニュアルにもとづく訓練の定期的な実施（👉手引書6.10）
観光危機管理計画や危機対応マニュアルを確実に実行できるようにするため、職員・従業員・関係者を対象にした定期的な訓練内容を考え、記入してみましょう。
	訓練の種類・目的
	内容・方法
	対象者
	実施頻度・実施時期

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



7. [bookmark: _Toc66908405][bookmark: _Toc68102255]危機・災害発生時の迅速かつ的確な観光客対応（👉手引書7）
　危機・災害発生時の観光客への対応について考えてみましょう。危機・災害が発生した時や災害の発生リスクが迫っているときに、旅行者や観光客の安全を確保し、旅行者や観光客への影響を小さくするために必要な行動のチェックリストを作成します。「手引書」の「7. 危機・災害発生時の迅速かつ的確な観光客対応」を参考に、以下の項目ごとに、教材付録のExcelシート（観光危機対応チェックリスト）に自機関・事業者において必要な内容を選択・追加し、チェックリストを完成させましょう。表作成ワークシートのチェックリストは、自治体・DMO用と事業者用の二つのシートがあります。それぞれの組織に合ったシートを使ってチェックリストを作成します。
あらかじめ記載してあるチェック項目（対応行動）は、手引書に記載された一般的なものです。各地域や事業者の立地環境、想定される災害等を踏まえて、追加・修正をして独自のチェックリストを作ってください。


7.1. [bookmark: _Hlk63323614]危機対応体制の立ち上げについて考えてみましょう。（👉手引書7.1）付属EXCELシート7.1を参照ください。危機対応体制の立ち上げ（設置）の判断に時間がかかると、対応が後手に回ったり手遅れになったりすることがあります。どのような状況（地震の震度、気象警報の発表、交通機関やライフラインの障害等）になったら、どのレベル体制を設置するかを、あらかじめ具体的に決めておくと、スムーズに必要なレベルの体制を起動することができます。







7.2. [bookmark: _Toc66908408][bookmark: _Toc68102258]危機・災害状況の把握について考えてみましょう。（情報収集）（👉手引書7.2）付属EXCELシート7.2を参照ください。この項目は、6.3.1情報源リストと合わせてチェックします。





7.3. [bookmark: _Toc67580455][bookmark: _Toc67580560][bookmark: _Toc67580665][bookmark: _Toc67941445][bookmark: _Toc67941545][bookmark: _Toc68101580][bookmark: _Toc68102260][bookmark: _Toc66908409][bookmark: _Toc68102261][bookmark: _Toc66908410]営業継続情報の収集（風評被害対策につながる）と外部への発信について考えてみましょう。
（👉手引書7.3）付属EXCELシート7.3を参照ください。自治体やDMOは地域内の観光事業者の営業継続情報を収集します。それに対して、事業者は自社の営業継続（又は営業休止）情報を自治体やDMOにいち早く伝えることで、地域全体の観光事業者の営業状況を自治体やDMOが把握し、市場や旅行会社等に現地の正確な状況を発信し、風評被害を抑えることができます。






7.4. 旅行者・観光客の安全確保と避難誘導、安否確認について考えてみましょう。（👉手引書7.4）付属EXCELシート7.4を参照ください。災害には、台風や大雨、火山活動等のように発生が事前に予想できるものと、地震のように突然発生するものがあります。
ここでは、災害の発生が間近に予想されるときと、災害が発生したときの二つに分けて、災害の種類ごとの旅行者・観光客の安全確保行動に関するチェック項目を記載します。それぞれの地域・事業者で影響や被害が想定される災害ごとに内容を確認してください。







7.5. [bookmark: _Toc66908412][bookmark: _Toc68102264]避難・一時滞在している旅行者・観光客への情報提供について考えてみましょう。（👉手引書7.5）
付属EXCELシート7.5を参照ください。避難・一時滞在している旅行者・観光客は、どのような情報を必要とするかをできるだけ具体的に検討し、それらの情報をどこから、どのように収集し、どのような方法で伝えるかをチェックリスト化します。平常時にこのリストを作っておくことで、危機・災害が発生した時に、素早く旅行者・観光客が求める情報を収集し、確実に提供することができます。







7.6. [bookmark: _Toc66907531][bookmark: _Toc66907612][bookmark: _Toc66907691][bookmark: _Toc66907770][bookmark: _Toc66907849][bookmark: _Toc66907928][bookmark: _Toc66908007][bookmark: _Toc66908092][bookmark: _Toc66908171][bookmark: _Toc66908250][bookmark: _Toc66908414][bookmark: _Toc66908493][bookmark: _Toc66908572][bookmark: _Toc66974316][bookmark: _Toc67580464][bookmark: _Toc67580569][bookmark: _Toc67580674][bookmark: _Toc67941451][bookmark: _Toc67941551][bookmark: _Toc68102267][bookmark: _Toc66908415][bookmark: _Toc68102268][bookmark: _Toc66908416]帰宅困難となった旅行者・観光客への食料・水・日用品等の提供について考えてみましょう。
（👉手引書7.6）付属EXCELシート7.6を参照ください。自治体では、地域防災計画等に基づいて災害用非常食や水を備蓄していますが、必ずしも帰宅困難となった旅行者・観光客を想定した数量の備蓄があるとは限りません。また、帰宅困難者用の備蓄がある自治体でも、備蓄している場所から帰宅困難者が滞留している場所までどのように水・食料を運搬して配給するのか、帰宅困難者が滞留している場所と人数、必要な人数分の水・食料の量をどのように把握するのかなど、考えておく必要があります。
この項目を検討する際には、上記のような課題についても合わせて確認・検討を行い、災害時に確実かつ円滑に食料・水等の提供ができるよう準備したいものです。また、宿泊や飲食施設等の民間事業者は、備蓄している非常食に加えて業務用の食材在庫を有効に利用して、災害で帰宅困難となった旅行者・観光客に食事を提供できるよう平常時から計画しておきます。














7.7. [bookmark: _Toc67580468][bookmark: _Toc67580573][bookmark: _Toc67580678][bookmark: _Toc67941453][bookmark: _Toc67941553][bookmark: _Toc68101588][bookmark: _Toc68102269][bookmark: _Toc66907534][bookmark: _Toc66907615][bookmark: _Toc66907694][bookmark: _Toc66907773][bookmark: _Toc66907852][bookmark: _Toc66907931][bookmark: _Toc66908010][bookmark: _Toc66908095][bookmark: _Toc66908174][bookmark: _Toc66908253][bookmark: _Toc66908417][bookmark: _Toc66908496][bookmark: _Toc66908575][bookmark: _Toc66974319][bookmark: _Toc67580469][bookmark: _Toc67580574][bookmark: _Toc67580679][bookmark: _Toc67941454][bookmark: _Toc67941554][bookmark: _Toc68101589][bookmark: _Toc68102270][bookmark: _Toc66908418][bookmark: _Toc68102271]旅行者・観光客への帰宅・帰国支援について考えてみましょう。（👉手引書7.7）

7.8. [bookmark: _Hlk63411668]負傷した旅行者・観光客の医療支援について考えてみましょう。（👉手引書7.8）付属EXCELシート7.8を参照ください。観光、防災、消防、保健医療、保険等様々な分野の行政・民間事業者との連携が円滑な医療支援提供のカギとなります。
付属EXCELシート7.7を参照ください。災害等で帰宅困難となっている旅行者・観光客を被災地からできるだけ早く帰宅・帰国できるようにすることは、人や物資、食料などの資源（リソース）が限られる状況で迅速に最大限の災害対応を求められる自治体や事業者の負担を軽減し、地域住民への対応や自社の事業継続に集中できるようにするためにも極めて重要です。
帰宅・帰国支援には、交通機関や道路等の運行再開・開通等に関する情報提供と、地域外への移動のための代替交通手段の提供があります。
多くの外国人旅行者が帰宅困難となっている場合、各国の大使館・領事館が自国民の保護のために国際空港までのバスや帰国のための救援機を手配することがあります。災害発生後、早い時期に大使館・領事館と連絡を取り、地域内の各国からの旅行者の避難状況等を共有することで、連携した帰国支援が可能になります。



8. [bookmark: _Toc67580473][bookmark: _Toc67580578][bookmark: _Toc67580683][bookmark: _Toc67941557][bookmark: _Toc68101592][bookmark: _Toc68102273][bookmark: _Toc68102274][bookmark: _Toc66908420]危機・災害からの事業再開・観光復興
[bookmark: _Toc68101594][bookmark: _Toc66908421][bookmark: _Toc68102275]　事業再開や観光による復興について考えてみましょう。

8.1. [bookmark: _Toc66908422][bookmark: _Toc68102276][bookmark: _Hlk63411703]観光復興計画の検討・策定（👉手引書8.1）

8.1.1. 復興計画策定の体制（👉手引書8.1.2）
手引書8.1.2の危機対応体制に記載した「観光復興」担当に加えて、以下の部署とともに復興計画を作成します。
	（例：自治体・DMOの場合 都市計画部／事業者の場合 施設管理担当部）












8.1.2. 復興計画策定の目標（スケジュール）
危機・災害発生後、“いつ頃までに復興することを目指すのか”を定めて観光復興計画を策定しましょう。
	



災害の種類や規模、インフラや交通網の復旧に必要な期間等、様々な要素によって観光復興目標時期は異なりますが、できるだけ早い時期に当面の目標を設定することが、その後の復興計画の策定と実施の基礎となります。
災害発生前の水準に戻すには相当の期間が必要な場合は、完全復興に至るまでの中間目標を設定し、それに基づいてステップごとの計画を作って実行することが有効です。

8.1.3. 復興資金（👉手引書8.1.4）
観光復興に必要な資金は、以下の方法で調達・予算化しましょう。
	[bookmark: _Hlk62659822]




手引書8.1.4に記載してある資金調達方法は代表的なものですので、それ以外にも可能な資金調達方法を地域や各社で検討します。また、非常時に柔軟に利用できる基金をふだんから積み立てておくと、組織内における予算化のための手続等で時間を要することなく、当面の観光復興の取組に必要な資金を準備することが可能です。






8.2. [bookmark: _Toc66907540][bookmark: _Toc66907621][bookmark: _Toc66907700][bookmark: _Toc66907779][bookmark: _Toc66907858][bookmark: _Toc66907937][bookmark: _Toc66908016][bookmark: _Toc66908101][bookmark: _Toc66908180][bookmark: _Toc66908259][bookmark: _Toc66908423][bookmark: _Toc66908502][bookmark: _Toc66908581][bookmark: _Toc66974325][bookmark: _Toc67580477][bookmark: _Toc67580582][bookmark: _Toc67580687][bookmark: _Toc67941459][bookmark: _Toc67941560][bookmark: _Toc68101597][bookmark: _Toc68102277][bookmark: _Toc66908424][bookmark: _Toc68102278][bookmark: _Hlk63422230]損壊した施設・設備の復旧（👉手引書8.2）
「手引書」の「8.2.損壊した施設・設備の復旧」を参考に、施設・設備の復旧に関するチェックリストを作成してみましょう。
☞付属EXCELシート8.2を参照公的施設やインフラの復旧は、観光分野のみならず地域社会全体の復旧・復興の枠組みの中で計画・予算化・実施されます。様々な復旧・復興の取組の中で、観光分野に関わる施設やインフラの復旧を全体バランスに配慮しつつも優先的に実施できるような働きかけが重要です。
損壊した観光関連施設は、事業継続のためにも早期の修復・復旧が望まれます。チェックリストに沿って、専門家による被害の確認、工事計画と費用見積の作成、工事資金の調達、工事の発注などを遅滞なく進めることが大切です。




8.3. [bookmark: _Toc67941461][bookmark: _Toc67941562][bookmark: _Toc68101599][bookmark: _Toc68102279][bookmark: _Toc66908425][bookmark: _Toc68102280]復興マーケティング・プロモーション（👉手引書8.3）
危機・災害からの復興マーケティング・プロモーションの優先ターゲット市場・セグメントを策定してみましょう。（実際には、危機・災害の種類、規模、発生地等により、ここに記載した基本ターゲットに必要な調整を加えてマーケティング戦略を策定します。）復興マーケティングにおいて優先すべきターゲット市場・セグメントは、戻ってきやすい市場やセグメント、つまり地理・アクセス的・心理的に近い市場・セグメントです。
地理的、アクセス的に近い市場としては、同じ都道府県内や隣接県、地理的に離れていても交通アクセスのよい市場が挙げられます。心理的に近いセグメントとは、その地域に何度か来たことがある、地域への思い入れがある、家族や親しい知人がいる、好きな観光地や観光施設があるなど、その地域と強いつながりを持っている人々です。
こうした人々は、災害後であっても、その地域を訪問することの抵抗感が低く、むしろ行くことによって地域の復興を応援したい、という気持ちを持っています。

	




8.4. [bookmark: _Toc66908426][bookmark: _Toc68102281]災害ボランティア等の受け入れ（👉手引書8.4）
　当地域における災害ボランティアの受入に関する基本的な考え方と、受入の仕組みについて、以下の流れに則り整理します。

8.4.1. 災害ボランティアの受入担当組織
　地域の災害ボランティア受入担当組織を確認した上で、観光分野でも災害ボランティアを要請するかどうかを確認してみましょう。（ボランティア受入も時には地域の負担となります。）
	




8.4.2. 災害ボランティアの再訪を促す取組について記入してみましょう。（👉手引書8.4.2）
	












8.5. [bookmark: _Toc66907544][bookmark: _Toc66907625][bookmark: _Toc66907704][bookmark: _Toc66907783][bookmark: _Toc66907862][bookmark: _Toc66907941][bookmark: _Toc66908020][bookmark: _Toc66908105][bookmark: _Toc66908184][bookmark: _Toc66908263][bookmark: _Toc66908427][bookmark: _Toc66908506][bookmark: _Toc66908585][bookmark: _Toc66974329][bookmark: _Toc67580481][bookmark: _Toc67580586][bookmark: _Toc67580691][bookmark: _Toc67941464][bookmark: _Toc67941565][bookmark: _Toc68101602][bookmark: _Toc68102282][bookmark: _Toc66908428][bookmark: _Toc68102283]復興にむけた情報発信・広報活動（👉手引書8.5）
復興に向けた情報の提供・発信先と、提供する主な情報内容、情報提供の方法を記入してみましょう。
☞付属EXCELシート8.5を参照復興に向けた情報発信・広報活動では、誰に向けて（情報の提供・発信先）、どのような内容を、どのような方法や情報メディアを使って発信するかを、復興計画（8.1）や復興マーケティング・プロモーションの優先ターゲット（8.3）に基づいて明確にし、効果的に実施することがたいせつです。
発信先が個人や特定のセグメントであれば、マスメディアだけでなく、個別メールやセグメントを絞ったSNS発信を行うことによって、訪問の動機づけ効果をより高めることが可能になります。

	情報の提供・発信先
	提供する主な情報内容
	情報提供の方法

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


[bookmark: _Toc66908430]


















8.6. [bookmark: _Toc67580483][bookmark: _Toc67580588][bookmark: _Toc67580693][bookmark: _Toc67941466][bookmark: _Toc67941567][bookmark: _Toc68101604][bookmark: _Toc68102284][bookmark: _Toc66300056][bookmark: _Toc66907546][bookmark: _Toc66907627][bookmark: _Toc66907706][bookmark: _Toc66907785][bookmark: _Toc66907864][bookmark: _Toc66907943][bookmark: _Toc66908022][bookmark: _Toc66908107][bookmark: _Toc66908186][bookmark: _Toc66908265][bookmark: _Toc66908429][bookmark: _Toc66908508][bookmark: _Toc66908587][bookmark: _Toc66974331][bookmark: _Toc67580484][bookmark: _Toc67580589][bookmark: _Toc67580694][bookmark: _Toc67941467][bookmark: _Toc67941568][bookmark: _Toc68101605][bookmark: _Toc68102285][bookmark: _Toc66300057][bookmark: _Toc67580485][bookmark: _Toc67580590][bookmark: _Toc67580695][bookmark: _Toc67941468][bookmark: _Toc67941569][bookmark: _Toc68101606][bookmark: _Toc68102286][bookmark: _Toc66300058][bookmark: _Toc66907548][bookmark: _Toc66907629][bookmark: _Toc66907708][bookmark: _Toc66907787][bookmark: _Toc66907866][bookmark: _Toc66907945][bookmark: _Toc66908024][bookmark: _Toc66908109][bookmark: _Toc66908188][bookmark: _Toc66908267][bookmark: _Toc66908431][bookmark: _Toc66908510][bookmark: _Toc66908589][bookmark: _Toc66974333][bookmark: _Toc67580486][bookmark: _Toc67580591][bookmark: _Toc67580696][bookmark: _Toc67941469][bookmark: _Toc67941570][bookmark: _Toc68101607][bookmark: _Toc68102287][bookmark: _Toc66300059][bookmark: _Toc66907549][bookmark: _Toc66907630][bookmark: _Toc66907709][bookmark: _Toc66907788][bookmark: _Toc66907867][bookmark: _Toc66907946][bookmark: _Toc66908025][bookmark: _Toc66908110][bookmark: _Toc66908189][bookmark: _Toc66908268][bookmark: _Toc66908432][bookmark: _Toc66908511][bookmark: _Toc66908590][bookmark: _Toc66974334][bookmark: _Toc67580487][bookmark: _Toc67580592][bookmark: _Toc67580697][bookmark: _Toc67941470][bookmark: _Toc67941571][bookmark: _Toc68101608][bookmark: _Toc68102288][bookmark: _Toc66300060][bookmark: _Toc66907550][bookmark: _Toc66907631][bookmark: _Toc66907710][bookmark: _Toc66907789][bookmark: _Toc66907868][bookmark: _Toc66907947][bookmark: _Toc66908026][bookmark: _Toc66908111][bookmark: _Toc66908190][bookmark: _Toc66908269][bookmark: _Toc66908433][bookmark: _Toc66908512][bookmark: _Toc66908591][bookmark: _Toc66974335][bookmark: _Toc67580488][bookmark: _Toc67580593][bookmark: _Toc67580698][bookmark: _Toc67941471][bookmark: _Toc67941572][bookmark: _Toc68101609][bookmark: _Toc68102289][bookmark: _Toc66908434][bookmark: _Toc68102290]業界団体、交通事業者、旅行会社と連携した復興施策（👉手引書8.6）
　復興に向けて連携する業界団体、交通事業者、主な旅行会社を想定してみましょう。連携が可能な団体・機関・企業等には次のようなものがあります。
【全国的な業界団体・政府系団体】
日本政府観光局（JNTO）、日本観光振興協会（JTTA）
日本旅行業協会（JATA）、全国旅行業協会（ANTA）
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会（全旅連）、日本旅館協会
日本ホテル協会、全日本シティホテル連盟
日本商工会議所
【地域の団体】
DMO、観光連盟、各地域・観光地の観光協会・観光コンベンションビューロー
JATA, ANTAの各都道府県支部
各都道府県の旅館ホテル生活衛生同業組合、各観光地の旅館ホテル組合
【交通事業者】
航空会社、JR各社、主要私鉄、バス会社、旅客船事業者、レンタカー会社等
【旅行会社】
主要旅行会社、地域の旅行会社、OTA、各旅行会社の協定旅館・ホテル連盟
【その他機関】
旅行予約比較サイト（メタサーチ）、マスメディア（新聞社、放送局等）

	
	具体的な団体・事業者

	業界団体
	【地域の団体】

【全国的な団体】


	交通事業者
	【航空、鉄道、バス、旅客船、他】


	旅行会社
	

	その他機関
	










8.7. [bookmark: _Toc66908435][bookmark: _Toc68102291]国際・海外組織との連携（👉手引書8.7）
[bookmark: _Toc68102292]　復興に向けて連携する海外の組織を想定してみましょう。　
[bookmark: _Toc68102293]（観光関連の国際機関だけでなく、ホストタウン交流、姉妹都市・姉妹校も連携の対象として想
　定してみてください。）
	




連携が可能な団体・機関・企業等には次のようなものがあります。
国連世界観光機関（UNWTO）
世界旅行ツーリズム協議会（WTTC）
太平洋アジア観光協会（PATA）






【講師の皆様へ】
　以下は、「教材の活用方法」について、教材の最終ページに記載されている内容となります。改めてご確認いただき、受講者の皆様に手引書6.7「危機管理計画・危機対応マニュアルの策定」に記載の内容をご理解いただくようお伝えください。

～教材最終ページに記載のコメント～
以上で、「自治体・観光関連事業者等における観光危機管理推進のための手引書」に基づく、観光危機管理計画・観光危機対応マニュアルの「素案」作成に必要な事項は網羅されたことになります。

この「素案」を踏まえ、具体的な観光危機管理計画・観光危機対応マニュアルの策定を行う際の手順
は、手引書の6.7に記載しています。組織内で必要な体制が構築され、観光危機管理計画・観光危機
対応マニュアルの作成に向けた検討が開始されることを期待しています。本「教材」が、各地域・事
業者における観光危機管理の導入に向けた一助となれば幸いです。
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